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研究成果の概要 

 

脂肪族第二級アルコールから合成したオキシムエーテルの炭素－水素（C–H）結合のアセトキシ

化反応を酢酸パラジウム触媒に用いて電解酸化条件下で行うと、β位メチル基 C–H 結合のアセト

キシ化反応が進行することを見出した 1)。また、パラ位に置換基を持つ 1-アリールイソキノリン N-オ

キシを用い、パラジウム触媒存在下、電解酸化反応条件で C–H 結合ヨウ素化反応を行った。その

結果、オルト位 C–H結合のモノヨウ素化が進行した 2)。 

光照射とバナジウム触媒による協働的活性化を利用してナフタレン-2-アミン誘導体とアリールア

ルコール類の不斉ヘテロカップリングを行った。ナフタレン-2-アミン誘導体に対して 1当量のアリー

ルアルコール類を用い、酸素雰囲気下、水：塩化メチレン：ヘキサフルオロ-2-プロパノールの混合

溶液中、単核バナジウム触媒存在下、室温にて LED 340nm 光を照射すると目的のヘテロカップリ

ング体が、良好な収率およびエナンチオ選択性で得られた。副生物のホモカップリング体の収率

は 5%以下であった。 

太陽電池の光有機電荷分離機構（ドナー/アクセプターヘテロ接合）を応用した固液不均一反応

系有機光触媒を開発した。有機半導体の励起子束縛エネルギーの低減や触媒の比表面積の増

加が活性向上に有効であった 3)。また、均一系有機光触媒においても、同手法で触媒活性が向上

した。さらに有機半導体分子の改良でバルクヘテロ接合型有機太陽電池や単成分有機太陽電池

の特性向上にも成功した 3,4)。 

ジアリールヨードニウム塩（Ar2I+X-）を用いるカップリングでは、含フッ素求核剤のアリール化およ

び多環式芳香族化合物の合成を行った。Ar2I+X-のカップリングと電解触媒結合形成を連続的に

行ってベンゾジアゼピノン骨格を構築した 5)。電解不斉反応への展開を見据えたヒドロキシ化およ

びピロリジン環構築に取り組んだ。またヨードアレーンの光および電気化学的活性化と有機合成へ

の利用についてまとめ、総説論文として発表した 6)。 
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